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下げる。頭を上げる時には、右手を先に戻しその後に左手を戻す」
他にも、「剣道衣の着用法では左手から通し、袴を着ける時は左脚から通す」、「剣
道具の小手をつける時においても、左手からつける」、利き腕である右手（右脚）は、
油断を怠ることなく着用する。
脱ぐときには、「利き腕である右手（右脚）を先に脱ぎ、その後に左手（左脚）脱ぐ」な
どがある。
このように、武士の社会においては、礼をおこなう相手に対しても油断を怠らない
敵対動作によって組み立てられていた。　
左座右起の作法は、すでに現在の一般社会でも定着しているが、正座の礼法で座礼
を行う時、左手を先につき、利き腕の右手を後につき頭を下げる。頭を上げる時には、
右手を先に戻しその後に左手を戻す。この方法は、武道をおこなっている人には理解
できるが、武道を行わない相手には「敬う心」が伝わらない可能性があり得る。
そこで、礼法は直接相手を目の前にして行うことであるから、相手への影響も考慮
し一般社会で行われている礼法の指導が望ましいと思われる。武道をおこなう際の作
法は、護身を目的にしていて直接に相手には影響を及ぼすものではないので伝統文化
の一つとして守り続けていくものであると考える。
 
2）.　剣道大会において、第1試合の開始時および決勝戦の開始時と終了時に行われ
ている「正面への礼」は何処になされているか不可解な面がある。
全日本剣道連盟の「剣道試合・審判・運営要領の手引き」では、「選手と審判員の正
面への礼に対する審判長の答礼は、大会の申し合わせによる」となっている。大会の
申し合わせにより審判長が答礼を行えるのである。剣道大会によっては、審判長が答
礼を行ったり、審判長が役員席の後ろに掲げられている「国旗」や「正面の壁」に対して
礼を行ったりして様々である。
選手と審判員は、大会会長席を中心とした場所に向かって礼を行っているのであ
る。審判長が答礼を行わないならば、何故に大会会長席を向かずに役員席の後ろに掲
げられている「国旗」や「正面の壁」に対して礼を行っているのか理解する事ができない。
全日本剣道連盟発行の「剣道和英辞典」には、正面を「大会会長席を中心とした場
所」としている。そして正面への礼については、「正面に向かって行う礼」と説明して
いるにもかかわらず、実際行っていることは違っていることもある。
そもそも、剣道の修業を行う場所は道場であり、稽古前・後に清掃を行い場内を清
め、道場の中央には神棚を設けて神を祀り神聖な場とされている。
神棚には、天照大神を中心に武道の神様と言われている鹿島神宮（建御雷之男神）・
香取神社（経津主神）や八幡宮・氏神などを祀ってある。
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修業の場・湧き水・神木・地鎮祭などにて、しめ縄を張りその場を清め祈るのは、
日本の伝統的な慣習であり、このような事が日本人の心を育ててきたと思われる。
道場において稽古前に最初に神前への礼を行うのは、剣道の稽古時や試合時に怪我
や事故がないように祈ったり、我々日本人の先祖（神）に少しでも近づこうと努力する
ことを誓ったりするためや、神の前で剣道の試合を行うのだから「正々堂々と戦う事
を誓う」や「日々の剣道修業の成果を披露する」など様々な素朴で素直な気持ちを表す
礼である。このような気持ちで剣道を修業することが結果的に、相手を「思う」「敬う」
「感謝」、「物を大切にする」などの「心」が生じ、そして実行されるのである。
現在の剣道大会は、体育館やアリ－ナなどの施設で行われることが多く神棚はない。
しかし、剣道の試合を行う以上その場が体育館やアリ－ナであっても、道場である
という雰囲気をつくることが大切であり、国旗・連盟旗などを神棚の代わりとして礼
を行うことが必要と思われる。　
要するに、剣道大会での正面への礼は「大会会長席を中心とした場所」ではなく「神
棚を設けている場所」の礼なのである。
 Ⅴ．結び
剣道には、体育としての価値や他の運動種目には見られない礼法・作法が重視され
ていて精神的要素や伝統文化的要素が含まれている。剣道（武道）は、平成24年度から
中学校教育において必修科目として実施される。剣道が中学校教育で必修科目として
実施される目的の一つとして、日本の伝統的な考え方を青少年に武道を通して育てた
いと言うことが覗える。
そこで、剣道の礼法で次のことは、統一確立された方が良いと考える。
① 剣道の礼法は、直接相手を目の前にして行うことであるから、相手への影響も
考慮し一般社会で行われている礼法の指導。
② 剣道の作法は、護身を目的にしていて直接に相手には影響を及ぼすものではな
いものであり、伝統文化の一つとして武士の心構えとして指導。
③ 道場は、心身一体として修業する神聖な場所であり、体育館で修業するにして
も道場であるという雰囲気を作る指導。 　 
「武道は礼に始まり、礼に終わる」と言われるように、剣道においても礼儀作法の確
立を行い、相手を「思う」「敬う」「感謝」、「物を大切にする」などの心とこれらを実行
できる教育を取り込む事が必要と思われる。
